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例会発表要旨 第139回1994.5.14 『デザ イン理論』33/1994

カ メル ー ン ・バ メ ンダ高原

テ ィカ ール族 の ラ フ ィア染色 につ い て

井関和代/大 阪芸術大学

はじめに

西アフリカ ・カメルーンの北西部州に広が

るバ メ ンダ高原,そ の中心都市 バメ ンダ

(Bamenda)の 市場 には,周 辺の村々か ら

買物客が集 まる。店を覗 く男たちの肩に,ラ

フィア製の袋を掛 けているのを多 くみる。 ま

た店の軒先 にもさまざまな彩 りと意匠に満ち

たラフィア製 の袋が吊 り下げられている。

この光景は余 りにも日常的であり,高 原の

至 る所でラフィア製袋の使用を見る。また観

光客にも簡単 に手に入れることがで きること

からも,早 くからこの地方の工芸品 として研

究者たちの問で,そ の存在が知 られていた。

しかしなが ら,製 作地の村々が草深い地であ

る こ とか ら,こ の織 技 術 や テ ィカー ル

(Tikar)族 の村(伝 統的首長社会)に おけ

る使用上の社会的背景についての詳細 は,こ

れ まで調査 されずにきた。

そこで1986年 度の調査1)では,ラ フィアの

染織技術の詳細 と,こ の地方の村々の技術の

比較研究を計画した。そして調査の中心地 と

な ったバ メ ッシング村(Bamessing)で は,

吊袋の使用者 と使用方法か ら,村 を構成する

「結社」の存在 を知 ることになった。1988年

度にはこの手がか りから,村 を構成する社会

的背景,そ して製作上の装飾技術における位

置づけを調査した。

本発表では,ラ フィア袋 にみる装飾のうち,

「織 ・刺繍」 よりも 「染色」にある,優 位性

についての報告をすることにしたい。

ラフィア繊維 と織技術

ラフィア とはマダガスカル原産のヤシ科の

地図,カ メルーン及び調査地

植物で,西 アフリカから中央アフリカの河川

や沼地近 くに成育 し,こ れらの地域では,こ

のヤシの葉 ・軸 ・幹 ・根 は云うに及ばず樹液

までも生活に利用する。本テーマのラフィア

製袋 も,こ の幼葉か ら得 る繊維を素材 とする。

ラフィア繊維 はサハ ラ以南 のアフ リカの

「木綿以前」の布 として,樹 皮布や獣布 とと

もに存在 した と考えられている。 この繊維 に

よる織機 は,タ テ糸を保持する上下棒 を,立

木や矩形枠に止め,張 ったタテ糸にヨコ糸を

挿入するといった原始機である。(ア フ リカ

各地またバメッシング村の原始機の技術 につ

いては〔井関1989,1992〕 などにすでに報告)

染色

バメッシング村では,週 に一度開かれる市

の日にハウサ(Hausa)族 商人か ら購入 す

る合成 ・天然染料 と,村 の周辺に成育する植
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物を使用 してさまざまな色を得る。村 におけ

る伝統的な染色には次のようなものがある。

黄色 はシ ョウガ科 の鬱金(Nyah,CuY-

cusnaDo嬲6s齔 σZ4五E7'0ハD。 赤色 はマ

メ科 の カムウ ッ ド(Bowe,Baphianitida

AFZEL)か ら,橙 色 はこの2種 類 を合わせ

て得る。黒色はカキノキ科の樹皮 と,フ ェカ

ングァと呼ぶ草で染色 した後,鉄 塩を含む泥

地に繊維を浸して得る。他 に茶,褐 色 は樹皮

か ら,緑 色 はマメ科のクロタラリア種の2種

類の植物から得る。

このような色糸は,平 織 による格子 ・縞 ・

網代文や,縫 取織2)による文字 ・動物文,ま

た製織後の刺繍にも使用 されるが,色 その も

のに特別な意味は持たないという。

バ メッシング村 における吊袋の位置

村でのラフィア吊袋の生産 は,各 職人の自

由である。だが誰 もが勝手に,何 の意匠を製

作 して も良いものではな く,職 人の住むコン

パウン ドのチーフの 日常の監視,そ の上 に17

地区の地区長,さ らに大地区長か ら首長へと

つながる監督下にある。村での首長の存在 は,

世俗的 ・宗教的に頂点に立ち,彼 の組織する

行政 ・軍事 ・宗教などの構成 は全て秘密 とさ

れ,口 外することが憚か られる。ただ,村 で

の収穫祭(nukie)な どで宮殿内に集 まる村

人の中に,宮 殿 にある首長の袋 と同 じ意匠の

袋 を多 く見 ることができる。それ らは豪華 な

房飾 りに,菱 形文や牡牛文などを刺繍 したも

のである。 これらの袋 と幾つかの表徴品(赤

い羽根,帽 子,ヤ マアラシの刺)な どか ら,

村の世俗的な構成 は窺 うことができる。

しかしながら,村 人の前にも滅多に登場す

ることなく,夜 間や極秘に行なわれる儀礼 に

登場する吊袋は,生 成 りの平織が多 く,ま た,

これを執 り仕切 る強力な呪術者 と首長のみが

もつ袋 は,単 純 な巻絞 り技術の松傘絞 り3)や

焼ゴテで円文な どを捺 したものである。

おわ りに

バメッシング村 のラフィア吊袋の装飾意匠

をまとめて見 ると,幾 何学文様や動物文様に

それぞれの意味やメッセージが込められてい

るものの,そ れらは時間をかけた製作過程の

中で,一 目一 目,製 作者や周 りの者が確認 し

なが ら作 り上 げていくものであった。

彼 らが秘密裏に製作 し,最 高位 とする吊袋

の意匠は,調 査者の目か ら見れば単純な染色

行為にす ぎないものであった。だがその単純

にして,mに 色が変化する不思議さや,そ

の表現の善 し悪 しが寸時にして決定づけられ

ることや,染 色後 も布 そのものに何 らの変化

がないことを,村 では呪術的な力 とされてい

ることが明 らかになった。

これは単にバメンダ高原の一村落の問題で

な く,始 原的な意匠を観る際には,単 に表面

的なデザインを探 るだけでなく,そ こに存在

する技術的背景 までもを,捉 えなければなら

ない と考えられ,今 後の民族集団の意匠分析

をすすめていきたい。

注1)本 調査 は昭和61,63年 度 の文部省 科学研 究補助 金に

よる大阪芸術大学海外調 査 「熱帯アフ リカ文化領域 に

おける工芸 文化 の比較研 究」(隊 長森淳教授)に 参加。

2)縫 取織(ヌ イ トリオ リ)。紋織 りの1種 類で織物 の

一部 に文様 を表 す時 ,縫 取用の ヨコ糸をその部分 にの

み織 り込 む方法 。

3)松 傘絞 り(マ ツカサ シボ リ)。布 をつ まみ,そ の 部

分 を糸で くくり,染 色 する と円状 に防染で き,こ の形

か ら名前 が由来 。
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